
第３８回市民参加推進会議資料１                 平成２６年７月１１日 

市民参加推進会議ヒアリング報告様式 

 

ヒアリング相手 小金井雑学大学理事 日付 平成２６年 月 日( ) 

ヒアリング実施者 田中留美子 場所 萌え木ホール 

１ 活動の内容 

・目的  生涯学習の推進 

 

・構成員（人数、性別、年齢、職種、居住地等） 

    70代を中心に男性3/4、女性1／4、小金井市内在住7割           

・主な活動内容（活動場所、頻度、人数） 

    月2回の講義の開催 

・地域とのつながり（例えば町会とのつながり等） 

    小金井市内で実施 

・情報発信の手段 

    市報、ポスター、会員へのお知らせ 

２ これまでの歴史 

・設立時期・代替わり（あれば）・変遷 

    平成10年3月設立、平成23年4月ＮＰＯ法人化、学長は現在3代目 

 

３ 活動をしていく上での課題 

・活動をしていく上で困っていること、苦労していること 

    講師選定、運営に携わってくれるひとが少ない 

・メンバーの変化に伴う課題（出産育児、転居、高齢化等） 

   高齢化 

・今後力を入れていきたいこと 

   多様な人たちの参加をうながす。 

４ 小金井市において若者の市民参加についての課題 

・小金井市の施設の利用に関連すること等 

・小金井市の行事への関わり等 

・他の市との比較で小金井市は活動しやすいか 

・若者の市民参加における障害 

・貴団体への若者加入促進の工夫 

・若者が参加しやすい事業やイベントの内容、場所、時間 

・若者に響く広告方法（市民参加に興味を持つきっかけづくり、働きかける仕組み） 

  若者の市民参加は難しい。テーマが若者自身の勉強なり、仕事なりに生かせることが必要でないか。対象テーマの

しぼりこみをした上で広告方法も考える必要があると思う。 

５ 市民参加の推進のために必要だと考えること 

 

 

 







第３８回市民参加推進会議資料２ 平成２６年７月１１日

番号 提案者 論点 提案理由

1 福井委員①

大学生の協力

大学生は、学校の単位取得が一番で
あり、地域参加のボランティア活動
は後回しになっている。そのため
に、地域参加活動する大学生に、特
典を挙げる。

企業・団体サークル主催のイベントや
ボランティアなどの地域参加活動した
大学生に、小金井市認定の「社会参加
認定書」を贈呈する。（就職活動にも
活用）

2 福井委員②

市の若手職員の協力

市内の地域イベント活動には、年配
者が多い。コミュニティ文化課の職
員だけに任せるのでなく、市の若々
しい職員が参加することが、まちの
活性化につながる。

若手職員の地域イベントの参加は、本
人が市民生活の現状をより知ることに
なり、業務活動の主体性の回復の起爆
剤にもつながる。

3 福井委員③

若者の協力

若者（１８～２５歳）は、行政に抵
抗があるので、地域活動に参加しや
すくする。「市民参加センター施
設」を新設して、若者も相談しやす
い環境にする。

若者主催事業として、企画・運営する
ための「若者運営委員会」を設置す
る。
まちづくり活動：（例）「１０年後の
若者のまち小金井を目指す」などを検
討推進。

4
浅野副委員
長

・ヒアリング結果の整理と市への提
言が可能な論点の抽出。
・子育てニーズ調査の結果の検討。
・市民意向調査の内容把握（参加に
関してどのような質問が盛り込まれ
そうか等）。
・長期計画の進捗状況把握（市民参
加に関する項目がどのように扱われ
るのか等）。

現状把握をした上で、提言の具体化の
方策を探る。

5 古畑委員①

小金井若者センターの設立 小金井青年会議所など公益社団法人等
とタイアップし、街つくりに熱意をも
つ２０才から４０才までの若者が集
い、街つくりに関する調査、啓発活
動、企画運営を通して街つくりに関す
る政策提言、情報提供、その運営方針
を策定、さらにこれらを推進するた
め、地域民間ボランティアの形成を進
め、共同で取り組む。
このほか行政の協力を得て活動目的を
達成するため多様な活動を展開する。

6 古畑委員②

地域若者サポートステーションの開
設

働くことを始めとして、地域の若者の
自立支援をするために「地域若者サ
ポートステーション」を開設し、さま
ざまな悩みの解決に対応する。

第５期市民参加推進会議 論点の提案まとめ



番号 提案者 論点 提案理由

7 杉本委員①

市民参加には市民活動への参加と
市政への参加に分類整理されると考
えます。
市民活動への参加には情報と若者が
集まれる場の提供が必要です。どの
ような場所や機能を持った場が集ま
りやすいのかが論点となると考えま
す。

若者は市報から情報を得ることが少な
く、インターネットによる情報入手や
交換が中心です。まずは小金井市の
ホームページを充実させ、興味を持た
せるような内容をトップに掲載するこ
とが必要です。また若者が気楽に情報
を交換できるような場を提供し、公民
館や児童館など子どもや高齢者が集ま
る場所に若者が気楽に立ち寄れ、世代
の交流が自然にできる居場所が活動を
始めるきっかけづくりになると思いま
す。

8 杉本委員②

市政への参加には、審議会や議会の
傍聴、陳情書や意見書の提出、選挙
への投票行動などがあります。参加
を促すためには、議会の内容をわか
りやすく伝える工夫、保育環境の整
備や、提案シートの積極的な活用、
意見を交換できる場づくりなどがあ
りますが、何をどのように進めてい
くのか、具体性のある実現可能な道
につながる議論が必要だと考えま
す。また２０歳台の投票率は非常に
低い。若者の投票率を上げるにはど
うしたらいいのかを考えるべきで
す。

市政に参加したいと思う若者が少ない
原因として、「意見を提案しても取り
上げてもらえない」「どうせ変わらな
い」という諦め感や無力感が根底にあ
ると思います。そのためにも30代や40
代の若者からの提案・意見を取り上
げ、市政に反映できるような仕組みを
充実していくことが必要です。

9 田中委員

若者の市民参加を促すために学生に
はたきかけてはどうか。

やみくもにチラシを送っても効果がな
かったので、具体的にターゲットをし
ぼることを考えてみた。たとえば、公
募委員を募集している委員会ならば、
その分野を学んでいる大学や専門学校
の学生に参加をよびかけるのはどうだ
ろうか。

10 西尾委員長

子ども・若者議会 子ども・若者に対する市民教育・実践
型学習の意味も持たせつつ、青少年に
かかわる市政の課題について若者に議
論の機会と場を提供し、政策に反映す
る。実施主体は行政でも議会でも可。
イギリスに例あり。










